
工事を受注された皆様へ

工事事故撲滅に向けて

近年横須賀市発注工事において、人命に関わる深刻な事故が増加して
います。

特にバックホウ運転関連、墜落・転落、機材使用時による事故が複数
発生しています。

作業前ＫＹ活動、安全訓練、新規入場者教育等実施する際、このチラ
シを用いてすべての作業員に周知し事故防止に努めてください。

令和４年度 重点安全対策

１ バックホウ運転による人身事故防止
・クレーンモード（玉掛け作業）の適切な使用及び、作業半径内の立入禁止
・バックホウ運転手の死角検証実施による、全員（誘導員含）の死角認識
・運転席を離れる（作業中でも）時のエンジンストップ徹底

２ 転落・墜落事故防止
・法面作業での傾斜面用安全帯使用及び、親綱と安全ブロック等で２重の
安全確保

３ 機材使用時の事故防止
・作業台等を用いた材料の確実な固定及び、機材の適正な使用と安定体勢の
確保

近年の事故発生形態を重点的に防止する対策とします。

横須賀市 建設部 土木計画課
令和４年７月１日 発行
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過去３カ年 事故発生形態別 発生件数 （Ｒ１～Ｒ３）

裏面有り



発生形態 工事種別 事故発生状況 休業等

施設整備
バックホウ吊り荷作業時にバランスを崩し、転倒させ、作業員と
家屋が負傷等した

無

管布設 定格荷重を超える吊り荷作業を行い、バックホウが転倒した 無

管布設 後退したバックホウと誘導中の交通誘導員が接触し負傷した 入院

港湾
バックホウの誤操作による急旋回で近くにいた３人の作業員が負
傷した

入院

管布設 バックホウで吊り上げた管が振れ押さえていた作業員が負傷した 休業

地山崩壊
による負傷

管布設
管布設の掘削作業中に片側の地山が崩れ、管路内にいた作業員が
崩れた土砂と地山の間に挟まれ負傷した

入院

法面 法面工事中に作業員が落下し負傷した 入院

港湾 梯子を昇降中、手と足を滑らせて落下し負傷した 入院

業務委託
水路の天端を歩行中、バランスを崩し、４ｍ下の水路河床へ転落
し負傷した

休業

施設整備 溶接部の研磨作業中にグラインダーに手袋が巻き込まれ負傷した 無

管布設
管に噛んだエンジンカッターの刃を引き抜く際、作業員の顎に本
体が直撃し負傷した

無

管布設
エンジンカッター使用中、誤ってカッターがふくらはぎに接触し
負傷した

無

建築 電動丸のこで切断中に小指が接触し負傷した 入院

施設整備
上層階での作業員が、材料を落下させ、下層階を通行中の作業員
が負傷した

無

管布設
地上に仮置きした仕切弁が、堀山に落下し、配管作業中の作業員
が負傷した

無

管布設
小運搬中に落下させた水道管を静止する際、管と舗装の間に挟ま
れ負傷した

無

業務委託 側溝蓋を設置する際、蓋と蓋の間に中指を挟まれ負傷した 休業

資材落下 建築
３号館屋上に設けた資材置場から、風にあおられた薄鋼板（1.3
ｍ×25㎝）が車道へ落下した

無

建築 屋根作業時に作業員が転倒した際、材料と接触して負傷した 無

管布設
歩道から車道へ移動する際、歩車道分離チェーンに足が引っかか
り、歩車道境界ブロックに腹部を強打した

休業

その他 建築
ガードマンBOX内に侵入した蜂を退治しようとして、蜂にさされ
た

休業

施設整備
下地プライマーの塗布箇所を通過した自転車が滑って転倒し、顔
面と膝を負傷した

―

建築
学校職員が床に仮置きした足場材でバランスを崩し転倒、負傷し
た

―
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過去３カ年 事故発生事例 （令和元年度～令和３年度）


